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Ｑ： 普段は課税仕入だが、今回だけ非課税で処理したい。
仕入伝票入力で税無しの明細を入力したはずが、仕訳データ転送で課税区分が設定されてしまう。

　▼仕入伝票入力
　

　　

　▼仕訳データ転送

　　（参考）　土地代（又は地代家賃）…1か月以内の場合は課税、1か月以上借りる場合は、非課税となります。

A： 通常は課税仕訳だが、特定の場合に非課税（不課税）になる場合は、
初期設定-会計情報２-伝票税区分変換を設定します。
今回は仕入のため、仕入伝票「する」、税無用税区分に非課税区分を設定します。（税区分＝０：非課税）

※「税無用税区分」は連携する会計ソフトによって

異なるため、会計ソフト様側へ

ご確認いただきますようお願いいたします。

▼要素内訳一覧登録

税区分＝５：課税仕入
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　 伝票税区分変換を「する」にし、「税無用税区分」に非課税区分を設定することで、仕訳データ転送画面では、
「税処理＝３：税無」の明細の「税区分」が自動的に、設定した非課税区分に置き換わります。

　▼仕訳データ転送
　　税無しの明細が非課税区分「0」になりました。

　　

なお、伝票税区分変換が「しない」の場合は、「要素内訳一覧登録」の税区分が課税で、
仕入伝票入力の「税処理」で「3：税無」を選択しても、仕訳データ転送画面では「税区分」が
課税のままとなります。

【補足】
その他の方法として、非課税（不課税）用の要素内訳・品名を登録する方法もあります。
細かく管理されたい場合はこちらをおすすめします。

「要素内訳一覧登録」で「原価要素内訳」に非課税用の要素内訳を登録し、
非課税用の品名に紐づけすることで、仕入入力時にこの品名を選択すると、仕訳が非課税で転送されます。

（例）　「土地代」の非課税用要素内訳及び品名を登録する。

　▼要素内訳一覧登録

　▼品名一覧登録

　例では、非課税用の要素内訳「土地代（非課税）」を登録し、「品名一覧登録」で、
　品名「土地代（非課税）」に紐づけています。
　こうすることで、仕入伝票入力で、「土地代（非課税）」の品名を選択した場合、
　非課税の仕訳が転送されます。

以上


